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0 はじめに 

このシステムは，本来同一であるべき二つの領域分割図間における属性および空間的構

成の相違の検出を行い，その程度を評価し，その結果をユーザに示すものです．さらに，

必要に応じて，その相違を解消するように，データに対して修正を行う機能も有していま

す． 

このシステムにおいては， 

 

1) ポリゴン名称 

2) 名称に基づくポリゴンの対応関係 

3) 境界線上ノード 

4) ポリゴン隣接関係 

5) 二つの境界線の質的同一性 

6) 量的空間関係 

 

の六つの項目に関する評価・修正機能がありますが，それぞれの機能の内容，それぞれに

おける入力・出力は以下の通りです． 

 

 

1) 名称チェック 

 名称チェックでは，以下の処理を行います． 

・ 名称属性フィールドの新規作成 

  名称の属性を持つフィールドは，各データで異なるフィールド名（ITEM名）を持

っています．ここでは，同じフィールド名の名称属性フィールドを新たに作成します． 

・ ポリゴン名称の修正 

  ポリゴン名称の記述に関し，よく相違が見られる以下の三点について修正を行いま

す．  

 i)  全角数字を漢数字に修正（例：「○○１丁目」→「○○一丁目」 

 ii) 全角「ツ」を全角「ッ」に修正（例：「一ツ家」→「一ッ家」） 

 iii) 全角「ケ」を全角「ヶ」に修正（例：「霧ケ丘」→「霧ヶ丘」） 

・境界線属性番号の生成 

  境界線番号を持つ属性を新たに作成します． 

 

入力：名称未修正カバレッジ 

出力：名称修正済みカバレッジ 

 

2) 名称の対応チェック 
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 名称の対応チェックでは，二つの領域分割図間で同じ名称を持つポリゴンがいくつ存

在するか集計します．集計結果は表として表示でき，片方のカバレッジに存在しない名

称，1 つのカバレッジに複数存在する名称が確認できます．名称の集計を行った後，編

集機能を用いて，間違った名称を持つポリゴンの名称の修正や，二つ以上に分割されて

いるポリゴンを 1 つにする等の処理を行い，名称の対応が二つのカバレッジ間で 1 対 1

となるようにします． 

 

入力：ポリゴンカバレッジ 

出力：名称対応関係表 

 

3) 境界線ノードのチェック 

 境界線の交点以外に存在する冗長なノードを除去します．また，ほぼ十字に交わって

いる境界線のノードに対して，閾値以下の距離のノードを二つにまとめることでほぼ十

字の交点を除去します． 

 

入力：境界線上に冗長なノードを含んだカバレッジ 

出力：冗長なノードを取り除いたカバレッジ 

 

4) 隣接関係のチェック 

 隣接する（ある境界線を共有する）ポリゴン間にリンクを張り，その隣接関係を表す

グラフを作成します．また，二つの隣接関係グラフにおいて共通する（あるいは，しな

い）隣接関係を見出し，それを視覚的に表現します．なお，隣接関係グラフは，「表示/

隣接関係ー表示」で確認することができます． 

 

 隣接関係のエラーには以下の理由が考えられます． 

 i) 名称の付け間違い 

 ii) 境界線同士が「ほぼ十字」に交わっている場合 

それぞれ，必要に応じて，名称，ポリゴンの修正，境界線ノードのチェックを行い，修

正して下さい． 

 

入力：ポリゴンカバレッジ 

出力：隣接関係グラフカバレッジ（リンクファイル） 

 

5) 二つの境界の質的同一性評価 

 境界線を等間隔に並んだ点列で近似し，フーリエ変換を行い，共通のレベル（骨格レ

ベル）で線分を構築して，骨格を抽出します． 
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 具体的には以下の処理を行います． 

 

i) 境界線の対応付け 

 二つの領域分割図間で左右にあるポリゴン名称が同じとなる境界線をペアとし，

対応付けを行う． 

ii) 等間隔近似 

 対応付けされた線分を等間隔に並んだ点列からなるアークで近似する．このとき

の分割数 n は 200 である． 

iii) フーリエ変換 

 分割された線分をフーリエ変換する．分割された線分をファイルに書き出す． 

iv) ステップ幅入力 

 骨格レベルをパラメトリックに変化させるときのステップ幅 N∆ を入力する． 

v) 質的同一性の判定 

 フーリエ変換結果から骨格レベル 2N/n で骨格を抽出する．また，局所角度線を
求め，これにおける顕著なピーク，ボトムのシークエンスが同一であるかどうかを

調べ，二つの骨格が質的に一致するかどうかを調べる． 

vi) 骨格レベルの設定 

 NNN ∆+=: とし，骨格レベル 2N/n を求める．もし， 1/2 ≥nN ならばステッ

プ vii)へ移り，そうでなければ v)へ移る． 

vii) 最高一致骨格レベル 

 境界線が質的に一致した最高骨格レベルを線分に属性として与える．また，その

結果をテキストファイルに書き出す． 

 

入力：ポリゴンカバレッジ 

出力：最高一致骨格レベルヒストグラム（テキストファイル），等間隔点列データ（テキ

ストファイル） 

 

6) 量的空間関係の評価 

 二つの対応する境界線の「平行移動量」，「拡大・縮小率」，「回転角」を算出し，二つ

の境界線の量的空間関係を評価します． 

 具体的には以下の処理を行います． 

 

i) 設定 

 骨格レベルの分母において用いられる N を入力する． 

ii) 分析対象境界線の列挙 

 骨格レベル 2N/n において，骨格が一致する境界線のペアをすべて挙げる．質的



 5

同一性分析結果を呼び出す． 

iii) 空間的なすれの評価 

 分析対象となった境界線のペアについて複素数回帰分析を行い，境界線間の量的

空間関係を測定する．分析結果をファイルに出力する． 

 

入力：等間隔点列データ（テキストファイル） 

出力：量的空間関係評価表（テキストファイル） 

 

 

なお，以上六つの機能をフローチャートにまとめると次ページの図のようになります． 
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図 0 領域分割図適合度評価のフロー 

 

１）名称チェック 

２）名称の対応チェック 

1対1になっていない
名称を修正する． 

３）境界線ノードのチェック 

４）隣接関係のチェック 

隣接関係のエラーを
修正する． 

名称・ポリゴンの編集 

「ほぼ十字」が 
原因 

no 

yes 

no 

yes 

5）二つの境界線の質的同一性 

yes 

no 

編集完了 

6）量的空間関係の評価 

評価終了 
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1 インストール方法 

1-1 動作環境 

 以下の環境での動作が確認されています． 

 

ARC/INFO： 

 ARC/INFO 日本語版 Ver.7.0.2以降 

 ArcGIS 8.1 日本語版 

 

OS： 

 Windows版：WindowsNT，Windows2000 

 UNIX版：SunOS，HP 

 

1-2 インストール方法 

まず，システムをインストールするディレクトリに，Windows版，Unix 版各々のディレ

クトリ（win, unix）の下のファイルを全てコピーして下さい．次に，CD からコピーした

場合は，全てのファイル，ディレクトリが読み取り専用になっています．書き込み可に変

更して下さい．その後，ディレクトリ menu 下の main.aml をテキストエディタで開き，

下記の部分が正しく記述されているか確認して下さい． 

 

 Windows版： 「＆s .os = win」 

 UNIX版：SUN「&s. os = sun」，HP「&s .os = hp」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の手順は，Windows版，UNIX版共通です． 

  

本システムには C プログラムが含まれているため，C プログラムのコンパイルを行う必

要があります．Cプログラムのコンパイルに関しては，Windows版と UNIX版で手続きが

/* 

/* 品質評価システム main.aml 

/* 

/*  2000.1.15 

&ec &off 

&args locate 

&s .os = win /* win, sun, hp and so on 

&s .fzdef = 0.000001 /* fuzzy toleranceｃf フォルト値 

 

w .. 

OSを示す 
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異なります． 

 

Windows版： 

 Windows版のシステム（ディレクトリ win 下のファイル）には，コンパイル済みの実行

ファイルが実装されていますので，基本的には，コンパイルの必要はありません．何らか

の理由により，コンパイルされる場合は，以下の手順にしたがって，コンパイルして下さ

い．chkname下の checkname1.cと checkname2.cをWindows版の Cコンパイラでコン

パイルして下さい．その後に，作成された実行ファイル名をそれぞれ chk1.exe，chk2.exe

とし，chknameフォルダにコピーして下さい．chkframe¥prog¥fourier10¥fourierwin.dsw

を Visual C++で開き，コンパイルを実行して下さい．生成された fourierwin.exe を

chkframe フォルダの直下にコピーして，ファイル名称を fourier.exe として下さい．

chkframe¥prog¥imreg¥imregwin.dsw を Visual C++で開き，コンパイルを実行して下さ

い．生成された imregwin.exe を chkframe フォルダにコピーして，ファイル名称を

sp_imreg.exeとして下さい． 

 

UNIX版： 

 C コンパイラがインストールされている場合は，メインメニューに C プログラムのコン

パイルを行うメニューが用意してありますので，こちらをお使い下さい． 

 まず，menuディレクトリ下で，「＆r main」とタイプします． 

 

Arc: w <system home directory>/menu 

Arc: &r main 

 

すると，図 1-2-1 のように，メインメニューがディスプレイに表示されます． 

 

 

 

 

図 1-2-1 メインメニュー 

 

ここで，「ファイル/コンパイル」を選択して下さい． 
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図 1-2-3 コンパイル 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-2-3 コンパイラ選択ダイアログ 

 

 図 1-2—2 のようなダイアログが表示されますので，ワークステーションにインストール

されているコンパイラを選択して下さい．「OK」ボタンで C プログラムのコンパイル，実

行ファイルの置き換えを行います．

コンパイルを選択する． 



 10

2 基本操作 

 ここでは，領域分割図の適合度評価に先立つ諸設定，データの表示，人間の手によるデ

ータ修正，シェープファイルから Arc/Info カバレッジへのデータ変換などの基本操作につ

いて説明します． 

 

2-1 初期設定 

2-1-1 起動方法 

 

 menuディレクトリ下で，「＆r main」とタイプします． 

 

Arc: w <system home directory>/menu 

Arc: &r main l 

 

 メインメニューがディスプレイに表示されます． 

 

 

 

 

図 2-1-1 メインメニュー 

 

2-1-2 データディレクトリの設定 

 ここでは，適合度評価の対象となるポリゴンカバレッジが存在するディレクトリを設定

します．本システムでは，あらゆる操作に先立ち，この設定を行う必要があります． 

まず，メインメニューから「ファイル/データディレクトリの設定」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-2 データディレクトリの設定 

データディレクトリの設定

を選択する． 
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図 2-1-3 データディレクトリ設定ダイアログボックス 

 

 

すると，上のようなダイアログが表示されますが，カレントディレクトリの絶対パス名/選

択中のディレクトリが表示されます．カレントディレクトリより一つ上のディレクトリに

移動するには，「ディレクトリ変更↑」を選択し，逆に，一つ下のディレクトリに移動する

には，「ディレクトリ変更↓」を利用します．このようにディレクトリを移動することによ

って，評価対象となるカバレッジが存在している ARC/INFOディレクトリを選択して下さ

い．「データディレクトリ設定 OK」ボタンでデータディレクトリに表示されているディレ

クトリが選択されます． 

なお，以後の処理は，選択されたデータディレクトリ下にあるカバレッジに対して行わ

れ，テキストファイル等の出力先もこのタディレクトリになります．
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2-2 表示 

 名称対応チェック結果をもとに，カバレッジの市町村名称，ポリゴン数の修正を行いま

す．なお，データ修正には ARCEDITを利用しているため，修正コマンドは ARCEDITコ

マンドが基本となっています． 

 

2-2-1 修正カバレッジの表示 

まず，メインメニューの「ファイル / 開く」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-1 修正カバレッジの表示 

 

すると，下図のようなダイアログボックスが表示されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-2 修正カバレッジ選択ダイアログボックス 

「開く」を選択する． 
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このダイアログボックスにおいて，修正カバレッジを選択し，「OK」ボタンをクリック

することにより，ARCEDIT が起動します（図 2-2-3）．ここでは，名称チェック後のカバ

レッジを選択して下さい．エディットカバレッジを変更する場合は，変更するカバレッジ

を選択し，「エディットカバレッジの変更」ボタンをクリックします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-3 カバレッジ修正機能 初期起動画面 
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2-2-2 画面の拡大・縮小・移動 

 拡大・縮小表示，および，ウィンドウ内における移動を行うには，ARCEDIT ウィンド

ウにおけるそれぞれに対応した機能を利用して下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-4 拡大・縮小・移動 

 

2-2-3 表示切り替え 

 ライン・ポリゴン・ラベル（ポリゴン名称）の表示と非表示を切り替えます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-5 表示切り替え 
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 １）名称の表示／非表示 

 「表示/名称-表示」：ポリゴン名称表示 

 「表示/名称-非表示」：ポリゴン名称非表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2-2-6(a) 名称-表示          図 2-2-6(b) 名称-非表示 

 

 2）境界線番号の表示／非表示 

 「表示/境界線番号-表示」：境界線番号表示 

 「表示/境界線番号-非表示」：境界線番号非表示 

境界線番号は，境界線（arc）の内部番号を表示します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2-2-7(a) 境界線番号表示       図 2-2-7(b) 境界線番号非表示 
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 3）ポリゴンの表示／非表示 

 「表示/ポリゴン-表示」：ポリゴン表示 

 「表示/ポリゴン-非表示」：ポリゴン非表示 

ポリゴン表示では，ポリゴンフィーチャーが表示されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2-2-8(a) ポリゴン表示        図 2-2-8(b) ポリゴン非表示 

 

 4）境界線の表示／非表示 

 「表示/境界線-表示」：境界線表示 

 「表示/境界線-非表示」：境界線非表示 

境界線表示では，ラインフィーチャー（ARC）が表示されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   図 2-2-9(a) 境界線表示          図 2-2-9(b) 境界線非表示 
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 5）ノードの表示／非表示 

 「表示/ノード-表示」：ノード表示 

 「表示/ノード-非表示」：ノード非表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 2-2-10(a) ノード表示          図 2-2-10(b) ノード非表示 

 

 

 6）隣接関係の表示／非表示 

 「表示/隣接関係-表示」：隣接関係表示 

 「表示/隣接関係-非表示」：隣接関係非表示 

 

メインメニューから「表示/隣接関係-表示」を選択すると下記のダイアログボックスが表

示されます．表示する隣接関係ファイルを選択し，「OK」ボタンをクリックして下さい．

図 2-3-12 のように隣接関係を表すグラフが表示されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2-11 表示リンク選択ダイアログボックス 
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図 2-2-12 隣接関係表示 

 

上の図において，青いリンクは二つの領域分割図間で共通する隣接関係を表し，赤いリ

ンクは他方の領域分割図には存在しない隣接関係を表します． 

なお，ポリゴン・ラベルの選択・修正，及び表示切り替える場合には，「表示/隣接関係-

非表示」でリンクの表示を終了してから行って下さい． 
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2-3 修正 

2-3-1 編集対象の選択 

 このシステムでは，「ポリゴン」，「境界線」，「名称」の 3 種類の編集が可能です． 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-1 編集対象の選択 

 

 編集対象は，それぞれ以下のように，ARC/INFO のフィーチャーに対応しています（表

2-3-1）． 

 

表 2-3-1 編集対象 

編集対象 ARC/INFOフィーチャー 可能な編集 

ポリゴン Polygon 削除 

境界線 Line （ARC） 削除 

名称ラベル Label 名称の変更，削除 

 

2-3-2 選択 

 ポリゴン，境界線，名称ラベルの選択は，メインメニュー「選択」下のサブメニューを

用いて選択します．「選択」下のサブメニューのほとんどは，ARCEDITの選択コマンドと

対応しています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポリゴン名称による選択 

ARCEDITの選択コマンド 

選択したポリゴンのポリ

ゴン名称のリスト表示 

図 2-3-2 選択コマンド 
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 各サブメニューの機能，利用法については，以下の通りです． 

 

1) ポリゴン名称による選択 

 ここでは，入力したポリゴン名称を属性に持つポリゴンを選択します（複数選択可）． 

まず，「選択/ポリゴン名称での選択」を選択します．すると，図 2-3-3 のようなダイアログ

ボックスが開きますので，ここで，選択したいポリゴン名称を入力します．「OK」ボタン

をクリックします．これにより，入力された名称を属性として持つポリゴンがすべて選択

されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-3 検索ダイアログボックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-4 ポリゴン名称による検索結果 
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2) 選択したポリゴンの名称の表示 

 メインメニューの「表示/名称表示」では，表示される属性のフォントサイズは一定のた

め，カバレッジを縮小表示した場合は名称表示が重なり，選択したポリゴンの名称が見え

なくなります．そのような場合，以下の手順にしたがって，選択中のポリゴンの名称の確

認を行うことができます． 

編集対象をポリゴンにし，一つ以上のポリゴンを選択します．次に，「選択/選択したポリゴ

ン名称の表示」を選択します．すると，図 2-3-6 のように，選択中のポリゴンの市町村名が

リスト表示されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-5 ポリゴン選択 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-6 町名表示結果 
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3) その他のサブメニュー 

その他のサブメニューについては，以下の表に示す通り，ARC EDITコマンドと対応関

係にあります．必要に応じて，ご利用下さい． 

 

メニュー ARCEDITコマンド 内容 

Sel Sel １つのフィーチャーを選択する．マウスの左 Clickで

選択して下さい． 

sel-many(9 で

終了) 

sel many 複数のフィーチャーを連続して Clickし，一度に複数

のフィーチャーを選択状態にする．選択したいフィー

チャーがなくなったらキーボードの「9」を押して下

さい．次の処理が可能となります． 

sel-box sel box ウィンドウ上に BOX を生成し，BOX 内のフィーチ

ャーを全て選択します．マウスの左ボタンをドラッグ

して BOXを生成して下さい． 

sel-pass sel box pass ウィンドウ上に BOX を生成し，BOX に重なるフィ

ーチャーを全て選択します．マウスの左ボタンをドラ

ッグして BOXを生成して下さい． 

sel-poly(9で終

了) 

sel polygon ウィンドウ上にポリゴンを生成し，ポリゴン内のフィ

ーチャーを全て選択します．キーボードの｢4｣：最後

の点を削除，｢5｣：ポリゴン全体を削除，「9」：ポリ

ゴン生成終了 

sel-ply-pass sel polygon pass ウィンドウ上にポリゴンを生成し，ポリゴンに重なる

フィーチャーを全て選択します．キーボードの｢4｣：

最後の点を削除，｢5｣：ポリゴン全体を削除，「9」：

ポリゴン生成終了 

sel-all asel all カバレッジの全てのフィーチャーを選択状態にしま

す． 

unsel Unsel 選択状態にある複数のフィーチャーの選択を解除し

ます． 

unsel-many(9

で終了) 

unsel-many 選択状態にある複数のフィーチャーの選択を解除し

ます．選択解除を行うフィーチャーがなくなったら

「9」で終了します． 

unsel-box unsel box ウィンドウ内に BOX を生成し，BOX 内の選択状態

にあるフィーチャーを選択解除します． 

unsel-pass unsel box pass ウィンドウ内に BOX を生成し，BOX に重なる選択

状態のフィーチャーを選択解除します． 

undo Oops 最後の処理を無効にし，1つ前の状態に戻します． 
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2-3-3 修正 

 表示しているカバレッジに対して修正を施します．本システムでは，以下の三種類の修

正を行うことができます． 

1) ポリゴンの削除 

2) ポリゴン名称の修正 

3) ラインを削除して複数のポリゴンを一つのポリゴンにする 

 

1) ポリゴンの削除 

まず，「編集対象/ポリゴン」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-7 編集対象の選択 

 

次に，メインメニューの「選択」以下のコマンドで，ポリゴンを一つ選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-8 選択メニュー 
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   図 2-3-9 (a) ポリゴン選択前        図 2-3-9 (b) ポリゴン選択後 

 

最後に，「編集/削除」で選択したポリゴンを削除します． 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-10 編集メニュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-11 ポリゴン削除 
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「編集/一つ前に戻る」で削除したポリゴンを削除前の状態に戻す事ができます．その際，

名称の表示はされませんが（図 2-3-12(a)），「表示/名称-表示」を選択することによって，名

称を再表示することできます（図 2-3-12(b)）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 2-3-12 (a) 「一つ前に戻る」 

 

 

2) ポリゴン名称の修正 

まず，ポリゴン削除の場合と同様に，名称を変更したいポリゴンを一つ選択します．次

に，「編集/ポリゴン名称の変更」を選択すると，図 2-3-13 のようなダイアログが表示され

ます．ここで，変更したい名称をダイアログに入力し，「OK」ボタンをクリックして下さ

い．図 2-3-14 のようにポリゴン名称が変更されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-13 名称変更ダイアログ 

 

 

図 2-3-12 (b) 「表示/名称-表示」再実行後 
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3) ラインを削除して複数のポリゴンを一つのポリゴンに統合する場合 

 複数のポリゴンの統合は，ポリゴンの境界線を削除と余分な名称のラベルを削除という

二段階で行います． 

まず，境界線の削除を行うには，「編集対象/境界線」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-15 「編集対象/境界線」の選択 

 

図 2-3-14 (a) 名称変更実行前 図 2-3-14 (b) 名称変更実行後 

舎人四丁目を舎人町

に修正 
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次に，統合対象となっているポリゴンを分割する境界線を選択します（図 2-3-16）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に，メインメニューの「編集/削除」を選択すると，選択していた境界線が削除され

ます．もし，間違えて削除した場合は，「編集/一つ前に戻る」を使用して，操作を取り消し

て下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-17 境界線削除後 

 

 

図 2-3-16 (a) 境界線選択前 図 2-3-16 (b) 境界線選択後 

この二つのポリゴン

を統合したい場合 

間のラインを選択 
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このとき，「表示/名称－表示」でポリゴン名称を表示すると，以下のように，1 つのポリ

ゴンに対し，二つの名称「舎人四丁目」と「舎人五丁目」が同時に与えられていることが

分かります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-18 市町村名の表示 

 

ここでは，「舎人五丁目」を残し，「舎人四丁目」を削除するという例を用いて，どちら

かの名称を削除し，一つのポリゴンに対する名称を一つにする手順について説明します． 

まず，「編集対象/名称ラベル」を選択し，修正対象を名称ラベルとします． 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-19 編集対象の選択 

 

次に，削除する市町村名の隣にある「＋」の印（ラベルポイント）を選択し，「編集/削除」

でラベルの削除を行います．ここでは，「舎人四丁目」を選択・削除します． 
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 最後に，「ファイル/カバレッジのクリーン」を実行して下さい．なお，このとき，下図の

ダイアログボックスが表示されます．なお，ここでの Fuzzy Tolerance は，二つのバーテ

ックスを一つに統合する最大距離です．デフォルトでは，0.000001 が入力されていますが，

必要に応じて変更して下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-21 クリーンダイアログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3-20 (a) 名称ラベル選択 図 2-3-20 (b) 名称ラベル削除 
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図 2-3-22 統合後ポリゴンの選択 

 

図 2-3-22 は，「ファイル/カバレッジのクリーン」実行した例です．先ほどまでの二つの

ポリゴンが，一つのポリゴン「舎人五丁目」に統合されていることが分かります． 
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2-4 データ変換 

 シェープファイル形式のデータを本システムで利用可能なデータ形式（ARC/INFO カバ

レッジ）に変換します． 

このデータ変換を行うには，まず，メインメニューの「ファイル/データ形式変換」を選

択します．すると，図 2-4-2 のダイアログボックスが表示されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4-1 データ形式変換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-4-2 シェープファイルの変換 

 

データ形式変換を選択する．
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変換を行うシェープファイルを選択し，そのシェープファイルの文字コードを入力して

下さい．この文字コードは，デフォルトでは SJIS になっています．「出力カバレッジ：」

に，変換後の Arc/Info カバレッジの名称を入力して下さい．以上の入力が終わったら，「OK」

をクリックして下さい．シェープファイルから ARC/INFOカバレッジへのフォーマット変

換が行われます． 
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3 適合度評価 

ここでは，「0 はじめに」で述べた六つの項目に関し，二つの領域分割図の適合度を評

価する機能について説明します． 

 

3-1 ポリゴン名称 

 ここでは，各カバレッジにおけるポリゴン名称に修正を加え，新しい属性項目「NAME」

を作成し，修正した結果を保存します． 

この修正を行うには，まず，「品質評価/名称チェック」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-1 名称チェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1-2 名称チェックダイアログボックス 

名称チェックを選択する．
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 図 3-1-2 のようなダイアログボックスが開くが，ここで適切に入力・選択を行う．具体的

には，「入力カバレッジ名：」で，名称チェックを行うカバレッジを選択し，「名称属性の

ITEM名：」入力カバレッジにおいて名称チェックの対象となる属性項目名を入力する．ま

た，「出力カバレッジ名：」において，ポリゴン名称に修正を施し，属性項目「NAME」を

加えたカバレッジのファイル名を指定します．以上の入力・選択が終わったら，「OK」ボ

タンをクリックします． 

 

 

なお，ここでは，以下のような名称の修正を行います． 

 i)  全角数字を漢数字に修正（例：「○○１丁目」→「○○一丁目」 

 ii) 全角「ツ」を全角「ッ」に修正（例：「一ツ家」→「一ッ家」） 

 iii) 全角「ケ」を全角「ヶ」に修正（例：「茅ケ崎」→「茅ヶ崎」） 
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3-2 名称に基づくポリゴン対応関係 

 名称に基づいてポリゴンの対応関係をチェックし，一対一に対応付けられないポリゴン

を検索します． 

 

3-2-1 ポリゴン対応関係のチェック方法 

まず，メインメニューから「品質評価/名称の対応チェック」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-１ 名称の対応チェック 

 

すると，下図のようなダイアログボックスが表示されます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称の対応チェックを選択

する． 

図 3-2-2 名称対応チェックダイアログボックス 
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このダイアログボックスにおける「カバレッジ１：」，「カバレッジ２：」において，比

較対象としている領域分割図（ポリゴンカバレッジ）を選択します．また，「名称対応関係

表（.tbl）：」では，名称の対応関係を書き出したテキストファイルのファイル名を指定し

ます．なお，拡張子（.tbl）は自動的につけられるため，ルートファイル名のみ入力して下

さい．以上の入力・選択が終わった後に，「OK」ボタンをクリックすると，ポリゴン名称

に基づいたポリゴンの対応関係のチェックを行います． 
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3-2-2 チェック結果のリスト表示 

 二つの領域分割図間における（名称に基づいた）ポリゴンの対応関係を記述したテキス

トファイルは，本システムの外部においてテキストエディタを用いることなく，その中身

を見ることができます． 

そのためには，まず，「結果表示/名称対応関係表」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-3 名称対応チェック結果のリスト表示 

 

名称対応チェック結果のファイル選択ダイアログが表示されますので，ここで適切なフ

ァイル（拡張子：tbl）を選択し，「OK」ボタンをクリックします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-４ 名称対応チェック結果ファイル選択ダイアログ 

 

図 3-2-5 のように，テキストファイルの中身が表示されます．ここで，ファイルの 1 行目

と 2 行目における，「cov1=gayacms2」，「cov2=gayadm2」は，対応チェックを行ったカバ

レッジが，カバレッジ 1（cov1）は gayacms2，カバレッジ 2（cov2）は gayadm2 である

ことを示しています．5 行目以下では，名称に基づいてポリゴンの一対一対応が作れない場

合に関し，その名称とポリゴンの数が記されています．例えば，図 3-2-5の 5 行目では，「祖

師谷六丁目」というポリゴンが，カバレッジ 1 では 2 個，カバレッジ２では 1 個存在して

いることを示しています． 

名称対応関係表を選択する．
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この表示を終了する際には，右下隅の「QUIT」を押して下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-5 ポリゴン数チェック結果リスト 

cov1 のポリゴン名称 cov2 のポリゴン名称 

カバレッジ1のポリゴン数 カバレッジ2のポリゴン数

「鳥」と「烏」を間違えて 

データ化していることが分かる 
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3-3 境界線上ノード 

 ここでは，ポリゴンの境界線上で，次数が 2 以下となる冗長なノードを除去する方法に

ついて，説明します． 

まず，メインメニューから「品質評価/境界線ノードのチェック」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3-1 境界線ノードのチェックの選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3-2 境界線ノードチェックダイアログボックス 

 

図 3-3-2 のようなダイアログボックスが開きますが，ここで，適切な選択・入力を行います．

まず，「入力カバレッジ名：」で，ノード除去対象とするカバレッジを選択し，「出力カバ

レッジ名：」で，ノード除去後のカバレッジの名称を指定します．また，「＜パラメタ＞微

入力カバレッジ名

選択 

出力カバレッジ名

入力 

境界線ノードのチェックを

選択する． 
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小位置誤差の最小値：」において，Clean処理における Fuzzy toleranceの値を設定します． 

そして最後に，「OK」ボタンをクリックします． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3-3 ノードの整理 

 

 

 この処理を行うと，図 3-3-4 のように，境界線上に次数 2 以下のノードを持つ領域分割図

が修正され，図 3-3-5 ようになります． 

 

(a) (b) 
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図 3-3-4 冗長なノード除去前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3-5 冗長なノード除去後 

交点以外の

ノード 

交点のノード

のみ 
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3-4 ポリゴン隣接関係 

 二つのカバレッジの隣接関係（位相構造）を比較し，隣接関係の違いを検出します． 

 

3-4-1 隣接関係の相違のチェック 

まず，「品質評価/隣接関係のチェック」を選択します（図 3-5-1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-1 隣接関係のチェック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-2 隣接関係チェックダイアログボックス 

位相構造の違いを検出す

るカバレッジ 1を選択 

位相構造の違いを検出す

るカバレッジ 2を選択 

位相構造の違いを保存す

るカバレッジ名を入力 

位相構造の違いを保存す

るカバレッジ名を入力 

隣接関係のチェックを選択

する． 
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 図 3-4-2 のようなダイアログボックスが開きますが，まず，「カバレッジ 1」，「カバレッ

ジ 2」において，隣接関係の相違を検出する対象となるカバレッジを二つ選択します．次に，

上の二つにおけるポリゴン同士の隣接関係を保存するカバレッジ名を「カバレッジ 1 の隣

接関係」，「カバレッジ 2 の隣接関係」において入力します．最後に，「OK」ボタンをクリ

ックします． 

 

3-4-2 位相構造の相違の表示 

先ほど作成したポリゴン同士の隣接関係を表すグラフの表示手順に関しては，2-2-2  6）

「隣接関係の表示/非表示」を参照して下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-3 リンクファイル表示ダイアログボックス 

 

なお，隣接関係の相違を視覚的に比較するためには，二つのカバレッジを同時に表示す

る必要があります．本システムでは ARCEDITを利用しているため，一度に複数のウィン

ドウを起動することができません．そのため，ARC/INFO，および，システム自体を二つ

起動させる必要があります．そのためには，まず ARC/INFOを二つ起動します．（Windows

版の場合は，スタートメニューから 2 回 ARCを起動します．UNIXの場合は二つの端末か

らそれぞれ ARCを起動します）片方の ARCプロンプトにおいて，以下のようにシステム

を起動します． 

 

Arc: &r main r 

 

 もう片方の ARCプロンプトでは以下のように本システムを起動します． 

 

Arc: &r main l 

 

ウィンドウの左右に起動された領域分割図適合度評価システムでそれぞれ（領域分割図）
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カバレッジを表示し，さらにリンクファイルを表示します．以上の手順により，隣接関係

の相違を視覚的に把握することができます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-4 二つの領域分割図適合度評価システムの起動 

リンクファイル表示 

&r main r で起動したシステム &r main l で起動したシステム 
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3-4-3 リンクファイルについて 

リンクファイルでは，共通する隣接関係は青い線で示され，異なる場合は赤い線で示さ

れます． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-4-5 リンクファイル表示例 

 

上の図では，ポリゴン A－B，B－Cなどの関係は，左のカバレッジでも右のカバレッジ

でも隣合う関係にあり共通しています．したがって，ラインは青で示されています．一方，

E というポリゴンは左のカバレッジしか存在しないため，C－E，D－E の関係は右のカバ

レッジには存在せず，左右のカバレッジではその関係は異なる．したがってラインは赤で

示されています． 

 

3-5 二つの境界の質的同一性の評価 

 二つのカバレッジを比較し，境界線の等間隔に並んだ点列による近似，フーリエ変換，

二つの対応する境界線の最高一致骨格レベルの計算を行います．この最高一致骨格レベル

に関しては，ヒストグラムを作成し，テキストファイルに出力します．また，ここでは，

量的空間関係の評価の際に利用する境界線の線分データも作成されます． 

 

 

 

 

A A B B 

C C 

D 

D 

E 
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3-5-1 二つの境界線の質的同一性評価の方法 

まず，メインメニューから「品質評価/二つの境界線の質的同一性」を選択します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5-1 二つの境界線の質的同一性の評価 

 

図 3-5-2 のようなダイアログが現れますが，「カバレッジ 1：」，「カバレッジ 2：」において，

評価対象とする二つのカバレッジを選択します．次に，「線分データ （.dat）」において量

的空間関係の評価の際に利用する境界線の線分データのファイル名を入力します．ちなみ

に，このとき，ファイル名の拡張子は「.dat」が自動的に付加されます．さらに，「ヒスト

グラム（.hst）」において，最高一致骨格レベルのヒストグラムを出力するファイル名を入

力します．ここで，ファイル名の拡張子は「.hst」が自動的に付加されます．最後に，骨格

レベルをパラメトリックに変化させるときのステップ幅 N∆ を入力します．以上の入力・選
択が完了したら「OK」ボタンを押して実行して下さい． 

二つの境界線の質的同一性

を選択する． 
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図 3-5-2 二つの境界線の質的同一性の評価ダイアログボックス 
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3-5-2 最高一致骨格レベルヒストグラムの表示 

 

まず，「品質評価/最高一致骨格レベルヒストグラム」を選択します（図 3-6-3）． 

 

 

 

 

 

 

図 3-5-3 最高一致骨格レベルのヒストグラム表示 

 

図 3-5-4 のようなダイアログボックスが表示されますので，ここで，表示するヒストグラ

ムのファイルを選択し，「OK」ボタンをクリックして下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5-4 最高一致骨格レベルファイル選択ダイアログ 

 

最高一致骨格レベルヒストグ

ラムを選択する． 
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すると，以下のように最高一致骨格レベルのヒストグラムと各種統計量が表示されます．

なお，表示を終了する際には，このウィンドウ右下隅の「QUIT」をクリックして下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5-5 質的同一性評価結果ヒストグラム 
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3-6 量的空間関係の評価 

 ここでは，二つの領域分割図間において，対応関係にある境界線の拡大/縮小率，回転角

度，平行移動量といった量的空間関係に関わるパラメータを求め，その結果をテキストフ

ァイルに書き出します． 

 

3-6-1 量的空間関係の評価方法 

まず，「品質評価/量的空間関係の評価」を選択します（図 3-6-1）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6-1 量的空間関係の評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6-2 量的空間関係の評価ダイアログボックス 

空間的ずれの評価を選択す

る． 
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 上のようなダイアログボックスが開きます．この「線分データ：」で，境界線の質的同

一性評価の処理時に出力した線分データを選択して下さい．当然，量的空間関係を比較す

る二つの（領域分割図）カバレッジは，質的同一性評価の際に利用したカバレッジとなり

ます．次に，「＜出力ファイル名＞ずれ評価表（.tbl）」に，量的空間関係の評価の結果を出

力するファイル名を入力して下さい．なお，拡張子は「.tbl」が自動的に付加されます．最

後に，骨格レベルの分母において用いられる N を入力して下さい．以上の選択・入力終了
後，「OK」ボタンをクリックし，処理を実行して下さい． 

 

3-6-2 結果表示 

まず，「品質評価/空間的ずれ評価結果」を選択します（図 3-6-3）． 

 

 

 

 

 

 

図 3-6-3 量的空間関係評価結果 

 

下図のようなダイアログが表示されますので，「＜空間的ずれ評価結果＞ファイル名：」

において，量的空間関係評価結果を出力したファイルを選択し，「OK」ボタンをクリック

して下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6-4 量的空間関係評価結果ファイル選択ダイアログ 

 

 

量的空間関係評価結果を選択

する． 
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すると，図 3-6-5 のように，境界線のペアごとの量的空間関係を表す数値が表示されます．

なお，この表示を終了する際には，右下隅の「QUIT」をクリックして下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-6-5 量的空間関係評価結果のリスト表示 
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4 エラー，トラブルへの対処法 

4-1 FAQ 

 

Q1. 日本語がうまく表示できない． 

A1. ARC/INFO日本語版がうまくインストールされていないためと考えられます．Arc/Info

本体をインストールし直して下さい． 

 

Q2. 名称チェックが動作中にエラーメッセージを発して終了する． 

A2. Cプログラムのコンパイルが正確になされていないためと考えられます．コンパイルし

直して下さい． 

 

Q3. なかなか処理が終了しない． 

A3. 大きな負荷のかかる処理を実行中の場合があります．特に，境界線の質的同一性評価

においては，数分から数時間の時間がかかる場合がありますので，その際には，しば

らくお待ち下さい．なお，強制終了を行うには，メインメニューから「ファイル/戻る」

を選択して下さい．ARC のコマンドラインに入力可能となりますので，そこで ARC

を終了して下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-1 ARC/INFOプロンプトへ戻る 

 

 

Q4. リンク（位相関係）を表示中にノード・ポリゴン名称を表示することができない． 

A4. リンクとノード・ポリゴン名称は同時に表示できません．リンクの表示を解除してか

らノード・ポリゴン名称を表示して下さい． 

 

戻るを選択する． 
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Q5. リンク（位相関係）を表示中にカバレッジの修正ができない．（ポリゴン・ラインの選

択ができない．） 

A5. リンク表示中は，edit coverageがリンクファイルになっているため，ポリゴンの修正

を行うことはできません．リンクの表示を解除してから市町村ポリゴンの修正を行っ

て下さい． 

 

Q6. Windows版を ArcGISで利用するとダイアログが文字化けする． 

A6. 環境変数の ARCINFOFONTNAMEと ARCINFOFONTSIZEを削除して下さい． 



 55

4-2 ARC/INFOコマンドプロンプトのエラーメッセージ 

 ARC/INFO のコマンドプロンプトで出力されるエラーメッセージのうち，頻繁に表示さ

れ，なおかつ，特に問題の無いものを以下に示します． 

 

1. 「WARNING：New location is not a workspace.」 

ARC/INFO のワークスペースを移動する際に出されるメッセージです．特に問題はあ

りません． 

 

2. 「WARNING: the Map extent is not defined」 

カバレッジを開く際に表示されるメッセージです．特に問題はありません． 

 

3. 「AML ERROR - Thread message already exists」 

閉じられていない終了メッセージがあります．終了メッセージダイアログの「OK」ボ

タンを押して下さい． 

 

4. 「Unrecognized command. 

    AML MESSAGE - Stopping execution of AML file due to ERROR condition.」 

AML プログラム内に実行できないコマンドが含まれています．AML プログラムのバ

グの可能性がありますが，以下の場合に発生した場合，バグではありません． 

i) カバレッジを開いた後，修正を行わず保存した場合 

ii) カバレッジを開いた後，修正を行わず別名で保存した場合 

 

5. 「OSのコマンドとして実行します．」 

AMLプログラム内に記述されているARC/INFOコマンド以外の命令（OSのコマンド，

Cプログラムの実行ファイル）を実行しています．特に問題はありません． 

 

6. 「OSのコマンドとして実行します． 

   n: コマンドが見つかりません．」 

カバレッジを閉じる際に出現する場合があります．特に問題はありません． 

 


